
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
た
め
の
低
炭
素
水
素
等
の
供
給
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
案

参
照
条
文

（
参
照
法
令
一
覧
）

‥
‥
‥

○
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
た
め
の
低
炭
素
水
素
等
の
供
給
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
三
十
七
号
）
（
抄
）

1

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○
高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十
号
）
（
抄
）

２

○
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
（
抄
）
※
高
圧
ガ
ス
保
安
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
二
条
の
規
定

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

に
よ
る
改
正
後

２

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）

４
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○
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
た
め
の
低
炭
素
水
素
等
の
供
給
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
三
十
七
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
低
炭
素
水
素
等
」
と
は
、
水
素
等
（
水
素
及
び
そ
の
化
合
物
で
あ
っ
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ

て
、
そ
の
製
造
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
が
一
定
の
値
以
下
で
あ
る
こ
と
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
算
定
に
関
す
る
国
際
的
な
決
定
に
照
ら
し
て
そ
の

利
用
が
我
が
国
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
そ
の
他
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

２
～
４

（
略
）

第
三
章

低
炭
素
水
素
等
供
給
等
事
業
計
画
の
認
定

（
略
）

（
水
素
等
供
給
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
）

第
三
十
二
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
低
炭
素
水
素
等
の
供
給
を
促
進
す
る
た
め
、
水
素
等
の
供
給
を
行
う
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
水
素
等
供
給
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が

低
炭
素
水
素
等
の
供
給
を
促
進
す
る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
に
関
し
、
当
該
水
素
等
供
給
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

（
勧
告
及
び
命
令
）

第
三
十
四
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
水
素
等
供
給
事
業
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
業
に
お
い
て
供
給
を
行
う
水
素
等
の
量
が
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
（
以
下

「
特
定
水
素
等
供
給
事
業
者
」
と
い
う
。
）
の
低
炭
素
水
素
等
の
供
給
の
状
況
が
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
に
照
ら
し
て
著
し
く

不
十
分
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
水
素
等
供
給
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
判
断
の
根
拠
を
示
し
て
、
低
炭
素
水
素
等
の
供
給
の
促
進
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と

る
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

（
大
都
市
の
特
例
）

第
四
十
条

準
用
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
三
十
九
条
（
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
又
は
第
二
十
四
条
、
第
三
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
都
道
府
県
知
事
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
公
共
の
安
全
の
維
持
又
は
災
害
の
発
生
の
防
止
の
観
点
か
ら
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に

わ
た
り
一
体
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
が
処
理
す
る
こ
と
に
比
し
て
適
当
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
指
定
都
市
に
お
い
て
は
、
指

定
都
市
の
長
が
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
中
前
段
に
規
定
す
る
事
務
に
係
る
都
道
府
県
知
事
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
の
長
に

関
す
る
規
定
と
し
て
指
定
都
市
の
長
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
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（
主
務
大
臣
等
）

第
四
十
二
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
三
章
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
発
す
る
命
令
と
す
る
。

○
高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十
号
）
（
抄
）

（
都
道
府
県
知
事
が
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
な
事
務
）

第
二
十
二
条

法
第
七
十
九
条
の
三
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
同
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
、
高
圧
ガ
ス
を
取
り
扱

う
事
業
所
の
集
積
の
程
度
、
高
圧
ガ
ス
の
処
理
量
そ
の
他
の
高
圧
ガ
ス
の
取
扱
い
の
状
況
を
考
慮
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
区
域
に
所
在
す
る
事
業
所
に
係
る
も
の

と
す
る
。

○
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
（
抄
）
※
高
圧
ガ
ス
保
安
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
二
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後

（
家
庭
用
設
備
の
設
置
等
）

第
二
十
四
条

圧
縮
天
然
ガ
ス
（
内
容
積
が
二
十
リ
ツ
ト
ル
以
上
百
二
十
リ
ツ
ト
ル
未
満
の
容
器
に
充
て
ん
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
一
般
消
費
者
の
生
活
の
用
に
供
す

る
た
め
の
設
備
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
火
気
等
の
制
限
）

第
三
十
七
条

（
略
）

２

何
人
も
、
第
一
種
製
造
者
、
第
二
種
製
造
者
、
第
一
種
貯
蔵
所
若
し
く
は
第
二
種
貯
蔵
所
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
、
販
売
業
者
若
し
く
は
特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
者

又
は
液
化
石
油
ガ
ス
法
第
六
条
の
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
承
諾
を
得
な
い
で
、
発
火
し
や
す
い
物
を
携
帯
し
て
、
前
項
に
規
定
す
る
場
所
に
立
ち
入
つ
て
は
な
ら

な
い
。

（
許
可
の
取
消
し
等
）

第
三
十
八
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
種
製
造
者
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
五
条
第
一
項
若

し
く
は
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
製
造
若
し
く
は
貯
蔵
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
一
種
貯
蔵
所
の
所
有

者
又
は
占
有
者
に
あ
つ
て
は
、
第
六
号
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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一

第
十
一
条
第
三
項
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
二
十
七
条
第
二
項
、
第
三
十
四
条
若
し
く
は
次
条
第
一

号
若
し
く
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
禁
止
若
し
く
は
制
限
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
許
可
を
受
け
な
い
で
し
た
と
き
。

三

第
二
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
完
成
検
査
を
受
け
ず
、
又
は
第
三
十
九
条
の
二
十
二
第
一
項
の
完
成
検
査
を
行
わ
な
い
で
、
高
圧
ガ
ス
の
製
造
の
た
め
の
施

設
又
は
第
一
種
貯
蔵
所
を
使
用
し
た
と
き
。

四

第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
七
項
（
第
二
十
七
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

五

第
六
十
五
条
第
一
項
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

六

第
七
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

２

（
略
）

（
緊
急
措
置
）

第
三
十
九
条

経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
公
共
の
安
全
の
維
持
又
は
災
害
の
発
生
の
防
止
の
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
措

置
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
種
製
造
者
、
第
二
種
製
造
者
、
第
一
種
貯
蔵
所
若
し
く
は
第
二
種
貯
蔵
所
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
、
販
売
業
者
若
し
く
は
特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
者
又
は
液

化
石
油
ガ
ス
法
第
六
条
の
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
若
し
く
は
液
化
石
油
ガ
ス
法
第
三
十
七
条
の
四
第
三
項
の
充
て
ん
事
業
者
に
対
し
、
製
造
の
た
め
の
施
設
、
第

一
種
貯
蔵
所
、
第
二
種
貯
蔵
所
、
販
売
所
又
は
特
定
高
圧
ガ
ス
の
消
費
の
た
め
の
施
設
の
全
部
又
は
一
部
の
使
用
を
一
時
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

二

第
一
種
製
造
者
、
第
二
種
製
造
者
、
第
一
種
貯
蔵
所
又
は
第
二
種
貯
蔵
所
の
所
有
者
又
は
占
有
者
、
販
売
業
者
、
特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
者
、
液
化
石
油
ガ
ス
法
第
六

条
の
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
、
液
化
石
油
ガ
ス
法
第
三
十
七
条
の
四
第
三
項
の
充
て
ん
事
業
者
そ
の
他
高
圧
ガ
ス
を
取
り
扱
う
者
に
対
し
、
製
造
、
引
渡
し
、
貯

蔵
、
移
動
、
消
費
又
は
廃
棄
を
一
時
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。

三

高
圧
ガ
ス
又
は
こ
れ
を
充
て
ん
し
た
容
器
の
所
有
者
又
は
占
有
者
に
対
し
、
そ
の
廃
棄
又
は
所
在
場
所
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
。

（
大
都
市
の
特
例
）

第
七
十
九
条
の
三

第
二
章
及
び
第
三
章
（
第
二
十
九
条
第
三
項
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び

第
三
項
を
除
く
。
）
並
び
に
第
三
十
九
条
の
十
一
、
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
、
第
三
十
九
条
の
二
十
三
、
第
四
十
九
条
の
三
十
（
第
四
十
九
条
の
三
十
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
九
条
の
三
十
五
、
第
五
十
六
条
の
四
第
三
項
（
第
五
十
六
条
の
六
の
十
四
第
四
項
及
び
第
五
十
六
条
の
八
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
、
第
六
十
三
条
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
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り
都
道
府
県
知
事
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
公
共
の
安
全
の
維
持
又
は
災
害
の
発
生
の
防
止
の
観
点
か
ら
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
わ

た
り
一
体
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
指
定
都
市
の
長
が
処
理
す
る
こ
と
に
比
し
て
適
当
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
指
定
都
市
に
お
い
て

は
、
指
定
都
市
の
長
が
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
中
前
段
に
規
定
す
る
事
務
に
係
る
都
道
府
県
知
事
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市

の
長
に
関
す
る
規
定
と
し
て
指
定
都
市
の
長
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

○
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）

（
指
定
都
市
の
権
能
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九

政
令
で
指
定
す
る
人
口
五
十
万
以
上
の
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
都
道
府
県
が
法
律
又
は
こ
れ
に

基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

一
～
十
三

（
略
）

２

（
略
）


